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女性の姿態には、フランドル絵画の

影響

パリ

を、

思わ

 ヴ

であ 715 年に没するルイ 14 世の最晩年であった。

政となった。オルレアン公は、ルイ 14 世の

葬儀

宮廷 らパリへ移動し、1722年ま

 

 

存在し、「ローブ・ヴォラント」（robe volante 風に

ひらめくようなドレス）、「ローブ・バタント」（robe 
battante 風にはためくようなドレス）などの名称でよ

ばれるスタイルであった。ヴァトー以外の画家たちの画

面にも登場し、やがて「ローブ・アラ・フランセーズ」

robe à la française）という宮廷服にもひきつがれてい

る。そしてこれらの服には、ヴァトーが描いてからは「ヴ

ァトー風の」（à la Watteau）という形容語がみられるほ

どである。しかし実際にはヴァトーの没後には、スカー

トの下に着用する「パニエ」（Panier 篭形ペチコート）

の形が大きくなるとともに、ヴァトーの描いたようなヴ

ァトー・プリーツは衰退していった。このような点につ

いて、この小論ではヴァトーの画面や他の画家たちの作

品を検討することによって、ヴァトー・プリーツと言わ

れるものの実際と変遷を明確にしたい。 
 
 

野

1）はじめに 
 

18 世紀フランスの画家アントワーヌ・ヴァトー

Antoine Watteau 1684～1721）の描いた女性が着用し

ているガウンスタイルの上衣は、ヴァトー・プリーツ（plis 
Watteau）と称され、18世紀のフランスの絵画史におい

てだけではなく、服飾史においても重要なテーマとなっ

ている。それは背部に肩から流れるプリーツ（ひだ）の

ある気楽な室内着であり、また外出着や散歩服でもあり、

18 世紀初頭の摂政時代（1715～23）のかなり自由な雰

囲気を伝える服装である。 
実際には、このスタイルはヴァトーが描くより以前

2）ヴァトーのヴァトー・プリーツ 
 
 ヴァトーは(1)、17 世紀も終りに近い 1684 年に、フラ

ンスの北部のヴァランシェンヌという街の瓦師の家に生

れた。その地方は、ヴァトーの誕生のすこし前に、当時

のフランス国王で太陽王といわれたルイ14世（Louis XIV 
1638～1715）が、ベルギーからフランスに併合した街で

ある。美術の面ではフランドル的な伝統に根ざしている。

18才の時にパリに出たヴァトーの絵画には、フランドル

の写実的な風俗画の傾向がすでに土台となっており、彼

の描くパリの男性や

が大きいと考えることができる。そのことが当時の

でのヴァトー・プリーツの上衣を着用した女性たち

生き生きと画面に登場させることにも繁っていると

れる。 
ァトーがパリへ出て来た1702年は、18世紀の初頭

り、1
そしてフランスでは、ルイ14世没後の1715年から1723
年まで、幼いルイ15世（Louis XV 1710～74）にたい

して、オルレアン公（Philippe Duc d’Orléans 1674～
1723）が摂

にさいして、ルイ15世やその周辺の人々を伴って、

と政府をヴェルサイユか

でパリにとどまった。そして再び宮廷と政府はヴェルサ

イユに戻ったが、オルレアン公は、翌 1723 年に思いが

けず急死した。それによって摂政時代は終り、ルイ 15
世の時代となるのである。しかしこの7年間の宮廷と政

府のパリ滞在期間は、ルイ14世の72年間の在位中の後

半の33年に及ぶヴェルサイユ宮殿中心の時代のパリの
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停滞した気分を一新し、ルイ 14 世の独裁政治を過去の

ものとする風潮をつくった。そして建築やデザインや服

飾などのさまざまな面でパリが新しく甦った。その期間

が、ヴァトーの1717年から21年までの活躍期と重なる。

そして彼は36才の若さで亡くなるのである。 
 ヴァトーは、パリで何人かの画家のアトリエで学び、

1717年に「絵画と彫刻の王立アカデミー」に『シテール

島の船出』（図 1）という作品を提出し、「雅宴の画家」

le maître des fêtes galantes）の称号を得た。現在ルー

ヴル美術館にあるこの作品は、当時流行のイタリア喜劇

に主題をとったもので、8 組の男女が、訪れると恋人を

得るというシテール島で、それぞれカップルとなって帰

国するために、船に向って移動する場面を描いている。

樹木やヴィナス像、遠く霞む風景の中に描かれた男女の

優雅な風情は、ヴァトーの名声を高めた。そしてこの作

品がアカデミーに認められてから、没するまでの4年間

が、ヴァトーの活躍期となったのである。ヴァトーが摂

政時代の画家といわれるのは、『シテール島の船出』がル

イ 14 世の没後 2 年めに登場し、ヴァトーの没した翌年

に、宮廷と政府がパリからヴェルサイユに戻って、パリ

の生き生きとした時代も一区切りするからである。 
ヴァトーは、「雅宴の画家」として、『シテール島の船

出』のようなイタリア喜劇のほかに、田園に集う人々を

テーマにした田園画を、短い活躍期に数多く描いた。ま

たヴァトーは、常にデッサン帖に人物の姿態を描きとめ、

実際に絵画を制作するときには、それらのデッサンを組

合わせて画面を構成した。そのため同じようなポーズの

人物もしばしば登場する。そしてほとんどの画面が屋外

である。他にもヴァトーは、病を得て亡くなるすこし前

に、自分の描いたエロティックな場面の絵画を焼却する

よう手配し、それはかなり多数であったと伝えられてい

る。現在もわ

（

ずかに遺っているそのような画面は、主に

内であり、主要な登場人物のうちで、とくに女性は裸

、当時

だ田園だったパリのシャンゼリゼや、公園や噴水の横

友人の画商ジェルサンの新築の店のために描いた『ジェ

（

い身の

の軽やかな

上衣

ら洗 ールは次のよう

る(2)。 

れを着用す

で留めたりす

実際

って

袖はどのよう

よれ

そこ

もあ

は背

いる

ブラ

角か丸型で、袖の先にはレース飾りがついている。さら

室

体である。それら以外のヴァトーの雅宴の画面は

ま

などの屋外に場面をとって数多く描かれている。またヴ

ァトーは、『シテール島の船出』以後は、没する前年に、

ルサンの看板』（1720年）（図2）だけが明白に年代の判

明するものであり、その間の作品については、年代を入

れていない。その数多くの作品の前後の関係は、現在の

ところ不明であり、並列的に考察するほかないのである。 
ヴァトー・プリーツは、背面の細い襟の下から足もと

に流れる縦のひだをもったガウン風の上衣（ローブ）で、

女性たちは外出のときに一番上に着用した。『公園の集い』

図3）では、歩く時に片手で横の部分を引きあげている

ことが判明する。『ジェルサンの看板』（図 2）に登場す

る女性は、男性にエスコートされ、家屋の中へ足をふみ

入れようとして、その上衣の後姿全体をみせている。当

時の女性たちは、髪を上に結いあげて首筋を出し、頭頂

部に小さな帽子を被っていた。小さくまとまった頭部全

体と上衣のゆったりした感じは、摂政時代の雰囲気をあ

らわしている。歩くときなどは、腰のあたりで上衣を扱

ってもち上げたようである。動作をする時に素速

こなしをみせたのであろう。流行によってこ

を着ている女性たちの動作もまた、それを扱いなが

練されて行ったと思われる。リュペ

に述べてい

文字通りのヴァトー・プリーツは、肩の部分からは

じまるギャザーが、体に添って上衣の腰から下にゆ

ったりと消えていく。ヴァトー・プリーツの上衣は

たっぷりして、裾はかなり長いので、そ

るときには、手でもち上げたり、ピン

る。 
に画面の中では、手を添えなくてもうしろにまとま

いる場面がある（図4）。ピンで留めているのである。

になっているのであろうか。リュペールに

ば(3)、 
袖は常に縦にひだがついており、肘の近くの折り返

しまでつづいている。 
から下に着ているブラウスの袖がのぞいている場合

った。袖は肩から取りつけられているが、肩の部分

中のプリーツをとるために、袖付の個所で補強して

ことがどの図版によっても判明する。上衣の下には

ウスとスカートを着ていた。ブラウスの襟あきは四
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に「

から

時も

るも

などがある。身体にぴったりと仕立てられ、表面は布で

ートの下のペチコートは、麻布などの固

（

のアンドリアナ

15年の間としている。ア

、ブーシェの言うよ

うに

なわ

 リ

とい

服で、

て、動きやす

 匠

られるようになった。これは

っ

ぷりしたスカートの部分に達して消えるのを特色と

 
 

鯨骨のついた胴衣」（corps à la baleines）を胸の下

腹部にかけて着用した（図5）。ブラウスの上からの

、ブラウスでかくす場合もある。肩までつづいてい

の、胸の下から腹部へかけて用いる短い形式のもの

覆われていた。背部は紐で締めるようになって、ヴァト

ーの作品の中にも、『羊飼たち』の中で踊る女性の後姿（図

6）などにその様子が判明する。『シテール島の船出』の

向って右から二組めの後姿の女性は、この短い方の胴衣

を着用している。前側で締めていると思われる。同じ『シ

テール島の船出』の右端の正面を向いた女性は、上衣の

前の部分が開いて、その下に着ているブラウスとスカー

トの様子がわかる（図1）。リュペールも述べているよう

に、ヴァトーの作品は、『ジェルサンの看板』のような現

実的なものと、イタリア喜劇の場面や幻想的な場面など

を区別して考えなければならないであろう(4)。しかし『シ

テール島の船出』の右端の女性は、上衣の右側がやや前

に長いことを除いては、他の場面の女性たちとほとんど

同一で、ヴァトー・プリーツのガウンの下に着用してい

たブラウスとスカートの状態を示している。「鯨骨のつい

た胴衣」は、その上を逆三角形の「胸当て」で覆う場合

もあった。スカ

めの生地でつくられ、時には裏側に鯨骨などを縫いつけ

ていた。しかしまだ形の大きなパニエはみられない。ヴ

ァトー・プリーツの上衣や、その後の同様のプリーツ・

スタイルに、「ヴァトー風の」（à la Watteau）という用

語がしばしばみられる。それと同じようにヴァトーの描

いた女性たちのブラウスとスカートの上半身を、「ヴァト

ー・ボディス」（Watteau bodice ヴァトー風の胴着）

と呼ばれることが多いのも、このスタイルとヴァトーの

画面が密接に結びついていることを示すものと言うこと

ができる。 
 
3）ヴァトー以前のヴァトー・プリーツ 

 
 ヴァトー・プリーツとして注目されるこの上衣につい

て、ヴァトーの制作期を起点にして、それ以前に遡って

考えると、まず「アンドリアンヌ」との関係が問題とな

る。服飾史家のフランソワ・ブーシェによれば(5)、当時

パリで流行していた劇作家ダンクールの夫人、マダム・

ダンクールが、ローマのテレンティウス

の劇の「出産後のグリセラ」の役を演じた。そのときル

イ 14 世の愛人のモンテスパン夫人（Marquise de 
Montespan 1641～1707）が、妊娠中に着用したゆった

りした上衣にヒントを得た上衣を着た。それがアンドリ

アンヌ（Andrienne）とよばれたことからこのスタイル

が流行するようになった。さらにアンドリアンヌという

言葉は、やがてアドリアンヌ（adrienne）といわれるよ

うにもなったと。そしてブーシェは、ヴァトー・プリー

ツの起原は、1705年頃から17
ンドリアナの上演は、1704年なので

、ヴァトー・プリーツが 1705 年頃から一般におこ

れるようになったというのは理解できる。 
ュペール(6)は、ヴァトー・プリーツは 
1705年から1715年には、ローブ・ヴォラント、ロ

ーブ・バタントとして広まった。 
う。 
それは部屋着であり、モンテスパン夫人の妊娠

日常的なスタイルである証拠に、ギャザーやゆるみ

の入ったプリーツで背部がゆったりし

いことに特徴があった(6)。 
秀夫氏は次のように述べている(7)。 
ローブにはアドリアンヌ（adrienne）またはコント

ゥーシュ（contouche）と呼ばれた寛いだガウン形

式のワンピースが用い

ルイ 14 世の寵妾モンテスパン侯爵夫人が妊娠中に

着ていた広やかな部屋着がヒントになったといわれ、

摂政オルレアン公の母であるパラティーヌ妃は「そ

のローブをまとった女性たちはベットから出てきた

ばかりのように見える」といい、或はまた、だらし

のないネグリジェ（普段着）のようだとも評された

が、訪問着や散歩服として流行するようになった。

ローブの背中の肩の高さによせた大きなひだがた
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したが、ヴァトーがこれをまとった女性を非常に美

（plis 
Watteau）とか、ローブ・ア・ラ・ヴァトー（robe à 

という事態ときわめて

密接

なラ

それ 問である。またヴァトー

アン公フィリップは、ルイ14世の甥であり、

父は

殿に

世た

たが 心に、宮廷

装を、当時イタリアから帰国した

オッ

依頼

と称

なも されたルイ 14

や政治家たちは、パリでパレ・ロワイヤルに集い、ルイ

「しく描き出したことから、ヴァトーひだ

la watteau）と称して、30、40年代に非常に流行し

た。 
 30、40年代の流行については後述するが、ここで注目

しておかなければならないことは、このスタイルと摂政

時代の関係についてである。すでに述べたように、1715
年は、ルイ14世の没した年であり、摂政時代（1715年

から1723年）のはじまった年である。ブーシェが1705
年から 1715 年までをヴァトー・プリーツの発生した時

期、リュペールがそれを「ローブ・ヴォラント」と「ロ

ーブ・バタント」という名称で発生した時期としている

のは、1715年以降の摂政時代にこのスタイルが流行し、

ヴァトーがその活躍期（1717年から1721年）に盛んに

このスタイルを画面に登場させる

に連動している。実際に「アンドリアンヌ」のよう

フなスタイルが一般化しても、摂政時代がなければ、

ほど流行したかどうかは疑

のようなフランドル風の写実的な描写の画面が、このス

タイルを伝えるのにふさわしかったとも考える必要があ

るであろう。 
 では摂政時代とはどのような時代だったのであろうか。

摂政オルレ

ルイ 14 世の弟で、そのパリの住居は、ルーヴル宮

隣接したパレ・ロワイヤルであった。幼いルイ 15
ちはルーヴル宮殿やテュイルリー宮殿に居住してい

、当時まだ 5 才であったルイ 15 世を中

への伺侯や宮廷作法は必要がなかった。オルレアン公は、

パレ・ロワイヤルの内

プノール（Gille Marie Oppenordt 1672～1742）に

して改装した。それは 18 世紀の美術をロココ美術

するときの主要な出発点のひとつと考えられる斬新

のであった⁽⁸⁾。17 世紀後半に形成

世のヴェルサイユ宮殿を中心とするバロック風の様式は、

フランスでは「古典主義的バロック」とよばれるが、そ

れとはやや異なった、左右非対称で曲線の多いデザイン

が登場したのである。ヴェルサイユ宮殿をはなれた貴族

14 世時代とは別種の自由で華やかな雰囲気が出現した。

摂政」は存在しても、「王様」の不在の摂政時代は、ヴ

ァトー・プリーツにとっても、18世紀の文化全体を考え

る上でも重要な意味をもつのである。 
 このような摂政時代の雰囲気をきわめてよく象徴する

ものが、女性たちのヴァトー・プリーツのスタイルであ

る。「ヴェルサイユ宮殿」を意識しない女性たちは、ヴァ

トー・ボディスの上に軽やかなヴァトー・プリーツの上

衣を羽織って、颯爽と屋外に出た。妊娠服がモデルとな

ったスタイルだから、当然のことではあるが、室内でも

着用した。公園や自然の中に出て行った女性たちは、当

時の貴族や、市民や中産階級、またもっと身分の低い層

にも屈していたと思われる。 
 レイヴァーが言っているように(9)

経済的なゆとりがなく、刺繍を付けることができな

くて、固い生地で衣服をつくったような女性たちで

さえも、18世紀の服装の基本的な形態を変更するこ

とはほとんどなかった。（中略）18 世紀の衣服は、

本質的に都会的な性格をもっており、すくなくとも

18世紀の中頃までは、都会生活は、教養のある人に

とって唯一の価値があるように思われた。 
また菅原珠子氏(10) は、当時の衣服の「古着商人」によ

る売買について次のように述べている。 
やや時代おくれになっても衣服は、次から次へと持

主をかえて利用されていることがわかるのである。

そしてごく貧しい人々は、古びた衣服を手に入れ、

それが傷みすりきれてもまだ着ているというのが当

時の情況であろう。 
したがってヴァトー・プリーツとその下の着衣は、身分

の上下を超えて、18世紀の女性たちの生活の中に使用さ

れて行ったと考えてよいと思う。しかしヴァトーの没後

に、宮廷と政府が再びヴェルサイユ宮殿に戻った翌年に

は、オルレアン公の急死もあって、ルイ 15 世の時代と

なり、その結婚についても取り沙汰されるようになった。

いわゆる宮廷への伺侯や、宮廷作法の復活により、ヴァ

トー・プリーツの上衣は大きく変化するのである。
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4）ヴァトー以後のヴァトー・プリーツ 

 
1720年に描いた『ジェルサンの看板』は、ヴァトーの

年代の判明する最晩年の油彩画であり、翌 1721 年にヴ

ァトーは没している。したがってそれ以後のヴァトー・

プリーツ姿の女性たちを、ヴァトーの絵画から知ること

はできない。ヴァトーより6才年少で、ヴァトーと同様

に、画家のジロー（Claude Gillot 1673～1722）のもと

で学んだランクレー（Nicolas Lancret 1690～1743）も

また当時の女性たちのヴァトー・プリーツスタイルを描

いている

（

区別がなくなり、パ

になった。リュペールは、ヴァトー

『ジェルサンの看板』の女性は、まだ上衣の前側を完

着ていると言う(15)。しかし数年の間に

ニエが流行したことにより、上衣の前側は、開けたま

ま

は、パニエによってスカ

トと上衣が大きく広がっている。袖の縦のプリーツは

して、かなり大きな折返しがみえる。胸には花飾り

1679
「大き

ている。袖は30年代からやや小さくなる。 
には、このようなパニエが流行するが、

Bouc
ヴァトー・プリーツの様子をみ

こ

シェは、ポ

にブ 族や市民階級の日常生活の風俗

を描いた。そのひとつがこの『化粧』であり、この画面

から多くのことがらを知ることができる。まずこの画面

 

(11)。1735 年にランクレーが描いた『リュクサ

ンブール家の家族』（図7）という画面にもみられる。当

時流行した縦縞文様のヴァトー・プリーツのガウンを着

た左側の女性は、やはり曳裾で、腰から下が大きく描か

れている。リュペール(12) が、 
ヴァトー・プリーツの背部は、時にはボタンのつい

た当て布で肩の上に留められ、時にはそのまま肩の

ところに固定していた。 
と述べているように、背部はかなり工夫されて、プリー

ツをゆったりとるようにしていたと思われる。そしてさ

らにリュペールによれば(13)、1718 年頃から「パニエ」

が用いられるようになったという。このことが問題なの

である。 
布製のペチコートには、籐や鯨骨の輪がとりつけら

れ、ルネサンス時代に、釣鐘型や漏斗型であったよ

うな形となり、「クリアルド」（criarde）とも呼ばれ

たものが、1718年には再び登場した。 
そのような「パニエ」（図8）の登場によって、リュベー

ルが言うように(14)、 
帯がないので、胸と両腰の間の

ニエのバランスにまかされることになった。さらに

前部が胸の中央まで広くなったので、そこからくつ

ろいだ面をとり去ってしまった。 
のである。ヴァトーの最晩年頃にすでに登場していた「パ

ニエ」は、1735年のランクレーの『リュクサンブール家

の家族』では、その状態を鮮明に理解できる。スカート

の下に「パニエ」を使用することによって、ヴァトー・

プリーツの上衣の前部は広くなり、胸の中央で閉じた状

態で着用されること

の

全に開けたままで

パ

というわけにはいかなくなった。リュペールが実例と

してとりあげている1725年のコシャン（Charles Nicolas 
Cochin 1688～1754）の版画『愛の歓び』（図9）の女性

は、前側をボタンで留めたヴァトー・プリーツの上衣を

着ている。庭園で語り合っている男女の手前の女性は、

パニエの上にスカートと上衣を着ているが、その上衣の

肩の部分は、プリーツをとりつけるために補強されてお

り、袖口の折返しは 3 段である。そしてかなり大きい。

上衣は胸の中央部から閉じた状態で、小さなボタンが並

んでいる。たしかに「くつろいだ面」は失われてしまっ

たと言ってよいだろう。パニエの流行自体が、「くつろい

だ面」と相反するもので、ヴェルサイユ宮殿の復活を思

わせるのである。さらにリュベールの示す 1729 年のパ

リの国立図書館の版画（図10）
ー

消失

を付けている。1731年のトロア（Jean François de Troy 
～1752）の『公園の集い』（図11）の後姿の女性は、

な文様を施した絹織物の布地が、ローブ・ヴォラン

トの量感のあるシルエットにふさわしい(16)」様子をみせ

1730 40、 年代

1742 年に画家のフランソワ・ブーシェ(17)（François 
her 1703～1770）の描いた『化粧』（図12）という

画面には、室内における

ることができる。ヴァトーにつづいて、18世紀のフラン

て登場し、ヴスの画家とし ァトーの絵画の版画化をお

ない、ルイ 15 世の宮廷画家でもあったブー

ンパドゥール夫人（Marquise de Pompadour 1721～64）
とも親交があり、その肖像画を描いている。しかし同時

ーシェは、当時の貴
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は、おそらく貴族の夫人の私室（ブードワール）である。

薪置き、火かき棒、ふいごなどの暖炉の

に置く小さな衝立、暖炉の上の鏡や燭台、

れ、タ

う 用のケープをつけ、右

カ とには猫がいる。

着ているのがヴァトー・プリーツの室内着である。左手

子を持っている。彼女自身も

ることや、

からも、パニエは身につけてい

い。しかし両側には腰から下にかなりのゆとりがみら

るので、40年代のヴァトー・プリーツの変形と考えて

いであろう。リュペール(18) が、ヴァトー・プリーツ

まり「ローブ・ヴォラントは、ルイ 15 世時代の終り

でかなりつづく流行」と言っているように、このスタ

ルは、屋外でも室内でも愛用されたのである。 
山崎稔恵氏が、イギリスでフープ・ペチコート（パニ

）が、「1713 年ごろあらわれ、1740 年代、50 年代に

大変一般的に」なり、その上に「フランスに起原をも

サックをつけている。これは、後の背中の部分に、い

ゆる『ワトー・プリーツ』といわれるボックス・プリ

ツがあるのが一つの特徴」として、開いた扇を逆にし

ようなラインのローブを着ている女性の版画を紹介し

いるが、これはフランスから「イギリスに 1720 年頃

った」(19)ようである。リュペール(20) も、フランスに

けるパニエの流行はルネサンスの復活としながらも、

「演劇の衣裳や1710年代からのイギリスの流行からの影

」について考慮に入れている。 
パニエはやがて横に大きく広がるようになって、レイ

ァー(21) によれば、「ふたりの女性がひとつの扉を出入

したり、同じ馬車に坐ること」は困難になったほどで

る。このように、流れるように女性の背部を包んだヴ

トー・プリーツも、パニエの登場や時代の進展ととも

変化し、「ローブ・アラ・フランセーズ」（図13）とし

、1745年頃からの宮廷服にみられるようになる。それ

は「ブラウスの部分と上衣がひとつづきになった(22)」ス

イルで、ヴァトー・プリーツのひとつの到達点と考え

ことができる。 

（5）おわりに 

ヴァトー・プリーツという 18 世紀の女性の上衣につ

て、ヴァトーという名称の由来でもある画家ヴァトー

他の画家たちの作品を考察した。実際はヴァトー以前

「ローブ・ヴォラント」・「ローブ・バタント」などと

ばれていたものであるが、画家ヴァトーの描いたヴァ

ー・プリーツは、その流行の初期に近く、気楽で自由

室内着や外出着として用いられた状態を適切に表して

るということが判明した。それ以後のパニエの登場や

衣の形態の変化によって、ヴァトーの描いたようなイ

ージは失われてしまう。われわれはヴァトーの作品と

の同時代のヴァトー・プリーツに、その典型的な状態

みると言うことができる。ヴァトー・プリーツのひと

の変形と思われるローブ・アラ・フランセーズについ

は、今後の課題としたい。 
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図 1 ヴァトー：シテール島の船出、1717 年、1.29×1.94m、ルーヴル美術館蔵 

 

 
図 2 ヴァトー：ジェルサンの看板、1720 年、1.63×3.06m、ベルリン、 

シャルロッテンブルク城蔵 
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図 3 ヴァトー：公園の集い（部分）、 

ルーヴル美術館蔵 

 

 

 
 

図５ 鯨骨のついた胴衣 (23) 

 

 

 

 

 

 
図 4 ヴァトー：デッサン 

 

 
図 6 ヴァトー：羊飼たち（部分）、ベルリン、 

シャルロッテンブルク城蔵 
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図7 ランクレー：リュクサンブール家の家族（部分）、 

1735 年、リッチモンド、バージニア美術館蔵 

 

 
図9 コシャン：愛の歓び（部分）、版画、1725 年、 

 
パリ、国立図書館蔵 

 

 

 
図8   パニエ（篭形ペティコート）をつけた女性 (24) 

 

 

 

 

 
図10 版画、1729 年、パリ、国立図書館蔵 
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）、1731 年、ベルリン、 図 11 トロア：公園の集

シャルロッテンブルク

い（部分

城蔵

 
図 12 ブーシェ：化粧、1742 年、ルガノ、 

テュッセン＝ボルネミッサコレクション蔵 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
図 13 版画：ローブ・アラ・フランセーズ（25）
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